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反原発うたいたい 

フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ
ア
大
合
唱
の
取
り
組

み
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
大
合
唱
」
に
続
き
、
実
の
あ
る
取

り
組
み
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

基
本
と
な
る
伴
奏
が
２
種
類
だ
っ
た
こ

と
。
指
揮
者
が
い
れ
ば
よ
か
っ
た
こ
と
。

編
集
に
苦
労
し
た
こ
と
。
な
ど
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
次
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
取
り
組
み
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

活
動
を
伝
え
る
、
広
げ 

る
、
つ
な
ぎ
あ
う
、
た
め 

に
も
早
く
顔
を
突
き
合
わ 

せ
て
交
流
し
た
い
も
の
で 

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。 

 
 

（
佐
藤
） 

  

  

戦争させない・９条壊すな！総がかり行動実行委員会

は、日本国憲法が発布された 11 月３日、平和と民主主義

をまもるために、コロナ禍が私たちに知らしめた現状をし

っかりと捉え、政治に何を求めなくてはならないかを把握

し、ポストコロナ社会のあるべき姿を明らかにしていくた

めに、国会正門前での行動を開催します。 

 日音協は参加する方の交通費等も負担できず、たいへん

恐縮ですが、可能な範囲内で参加呼びかけをお願い申し上

げます。 

記 

１ 行動名称 平和といのちと人権を！11.3大行動 

― 憲法が生きるコロナ後の社会 ― 

２ 日  時 11月３日（火・休）13時30分～（日音協 

は13時集合） 

３ 場  所 国会議事堂正門前（日音協は憲政記念館前 

交差点国立国会図書館側角） 

４ 主  催 戦争させない・９条壊すな！総がかり行動 

実行委員会 

 

５ 日音協の取り組み 

(1) 日音協はステージでの演奏は予定していません。 

(2) 日音協は13時に憲政記念館前交差点の国立国会図書 

館側角に集合して、出迎え演奏を行います（平和フォー 

ラムは憲政記念会前に展開します）。日音協ののぼり旗 

を目印にします。当日の現地の状況によっては場所など 

急遽変更することもあるかも知れません。(4)の責任者に 

お問い合わせください。携帯番号をあらかじめ日音協に 

お問い合わせください。 

(3) 集会終了時までに財務省上交差点に移動して、ここで 

送り出し演奏をします。当日の現地の状況によっては急 

遽変更することもあるかも知れません。演奏する曲目は 

お任せ下さい（歌集を用意します）。 

(4) 当日の日音協の責任者は、次のとおりです。 

松本敏之会長  坂口美日副会長  

※その他 

主催者は、youtube チャンネル「Sogakari channel」

での中継・配信を行いますので、ぜひご覧ください。 
 

 
 

https://www.youtube.com/channel/UCGEJUpHfCJWtz92B7084opQ 

 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 622 号（2） 

４ 

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿 

ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
は
、
会
員
と
支
部
を
基
盤
と

す
る
組
織
に
な
っ
た
日
音
協
が
、
新
し
い
会
員

を
迎
え
る
重
要
な
機
会
で
あ
り
、
会
員
一
人
ひ

と
り
が
、
会
員
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
人
・
会

員
に
な
っ
て
も
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
人
を

誘
っ
て
参
加
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
度

開
催
で
き
な
か
っ
た
東
北
北
ブ
ロ
ッ
ク
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
、
沖
縄
県
合
宿

を
開
催
し
ま
す
。
福
島
県
支
部
合
宿
、
香
川
県

支
部
合
宿
の
そ
れ
ぞ
れ
東
北
南
ブ
ロ
ッ
ク
合

宿
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
へ
の
拡
大
を
め
ざ
す

と
と
も
に
、
中
国
、
九
州
な
ど
で
開
催
に
努
力

し
ま
す
。
引
き
続
き
次
に
よ
り
日
音
協
中
央
財

政
か
ら
支
援
を
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

①
日
音
協
の
い
く
つ
か
の
支
部
が
合
同
で
、
ま

た
は
一
つ
の
支
部
が
主
催
す
る
も
の
で
、
合
宿

形
式
を
と
る
こ
と 

②
外
部
講
師
、
日
音
協
中
央
を
除
い
て
５
人
以

上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と 

③
あ
ら
か
じ
め
日
音
協
中
央
に
日
程
、
会
場
を

通
知
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と 

④
一
年
度
一
つ
の
支
部
に
つ
き
こ
れ
ら
の
要

件
を
満
た
す
合
宿
が
複
数
あ
る
と
き
は
、
そ
の

う
ち
参
加
者
の
多
い
も
の
を
優
先
し
て
扱
い

ま
す 

⑤
金
額
は
、
一
年
度
一
つ
の
日
音
協
ブ
ロ
ッ
ク

合
宿
に
つ
き
、
参
加
者
（
外
部
講
師
、
日
音
協

中
央
を
除
く
）
が
５
人
の
場
合
を
１
０
０
０
０

円
と
し
、
参
加
者
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
１
０

０
０
円
を
増
額
し
ま
す
。
た
だ
し
上
限
を
４
０

０
０
０
円
と
し
ま
す
。 

 

１ 

は
じ
め
に 

日
音
協
は
、
支
部
を
日
常
活
動
の
集
約
の

場
と
し
て
、
労
働
組
合
の
集
会
を
は
じ
め

様
々
な
場
に
出
か
け
、
ま
た
、
多
く
の
音
楽

現
場
を
作
り
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

生
活
の
う
た
、
職
場
の
う
た
、
平
和
の
う
た

を
つ
く
り
、
う
た
い
、
ひ
ろ
め
、
つ
な
ぎ
あ

う
こ
と
を
柱
に
、
は
た
ら
く
も
の
の
立
場
に

た
っ
た
音
楽
運
動
＝
み
ず
か
ら
を
表
現
す
る

運
動
を
、
職
場
・
地
域
の
中
に
広
げ
て
い
き

ま
す
。
私
た
ち
は
、
労
働
組
合
と
の
連
携
を

強
め
る
と
と
も
に
、
労
働
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
は
た
ら
く
人
々
と
も
手
を
携
え
ま

す
。
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
と
機
関
紙
『
音

楽
運
動
』
を
中
心
に
全
国
的
な
つ
な
が
り
を

大
事
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
も
と
、
演
奏
活
動
や
大
き
な
集
会

な
ど
は
大
き
く
制
約
さ
れ
ま
し
た
が
、
だ
か

ら
こ
そ
創
作
活
動
に
力
を
入
れ
よ
う
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
制
約
の
中
で
逆
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
演
奏
活
動
の
交
流
が

す
す
み
ま
し
た
。 

一
方
、
若
い
人
に
日
音
協
運
動
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
と
い
う
点
で
は
、
各
地
で
努
力

も
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
重
要
な
課
題
で

す
。
行
動
の
中
で
生
ま
れ
た
新
し
い
つ
な
が

り
を
、
さ
ら
に
２
０
２
１
年
度
の
活
動
を
通

じ
て
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

２ 

は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭 

第
53
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
を
、
２

０
２
１
年
11
月
に
沖
縄
県
内
で
開
催
し
ま

す
。 

５ 

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１
と
若
い
会

員
の
交
流
会 

日
音
協
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
１
を
創
作
コ
ー

ス
と
し
て
、
２
月
12
日
夜
集
合
、
14
日
15
時

ま
で
、
東
京
都
小
平
市
で
開
催
し
ま
す
。 

同
じ
会
場
、
同
じ
日
程
で
、
若
い
会
員
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
音
楽
を
基
本
に
し

た
交
流
会
で
、
若
い
会
員
に
「
日
音
協
に
入

っ
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
取
り

組
み
と
し
て
、
新
た
な
会
員
を
迎
え
る
こ
と

を
め
ざ
し
ま
す
。
若
い
会
員
の
中
で
も
40
歳

以
下
の
会
員
は
往
復
交
通
費
を
日
音
協
が
負

担
し
ま
す
。
ま
だ
日
音
協
会
員
に
な
っ
て
い

な
い
若
い
人
も
歓
迎
し
ま
す
。 

 

６ 

連
合
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
行
動

参
加 引

き
続
き
、
連
合
中
央
メ
ー
デ
ー
、
各
県

メ
ー
デ
ー
の
集
会
、
労
働
組
合
の
大
会
・
集

会
や
行
動
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
、
う
た
い

演
奏
し
ま
す
。
連
合
中
央
メ
ー
デ
ー
で
の
演

奏
を
日
音
協
の
顔
と
し
て
の
合
唱
・
演
奏
と

位
置
づ
け
て
、
て
い
ね
い
な
合
唱
練
習
を
し

て
準
備
し
ま
す
。 

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
構
成
組
織
と
し
て
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
そ
の
地
域
組
織
の
行
動

に
参
加
し
ま
す
。 

さ
よ
う
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア
ク
シ

ョ
ン
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委
員

会
や
５
・
３
憲
法
集
会
を
は
じ
め
と
し
た
総

が
か
り
行
動
な
ど
、
地
域
の
反
戦
・
平
和
・

脱
原
発
・
労
働
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
の
行

動
に
参
加
し
、
う
た
い
演
奏
し
ま
す
。 

      

日
音
協
各
支
部
代
表
で
中
央
実
行
委
員
会

を
構
成
し
て
、
労
働
組
合
等
の
協
賛
を
得
て

主
催
す
る
と
と
も
に
、
連
合
沖
縄
を
は
じ
め

沖
縄
県
内
の
協
力
し
て
く
だ
さ
る
労
働
組
合 

（
支
部
）
と
日
音
協
沖
縄
県
支
部
で
構
成
す

る
第
53
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
沖
縄

県
実
行
委
員
会
が
実
行
態
勢
を
大
き
く
支
え

る
こ
と
と
し
ま
す
。 

第
54
回
以
後
の
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽

祭
の
開
催
の
し
か
た
を
こ
の
定
期
総
会
で
決

定
し
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
早
急
に
第
54
回
は

た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
の
開
催
地
・
開
催
時

期
を
議
論
し
、
決
定
し
ま
す
。 

 

３ 

機
関
紙
活
動 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
と
し
て
、
機
関
紙
『
音

楽
運
動
』
の
Ａ
４
版
６
ペ
ー
ジ
、
月
１
回
配

信
を
継
続
し
ま
す
。
印
刷
・
郵
送
に
よ
る
発

行
も
継
続
し
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
へ
の
切
り
替
え
を
引
き
続
き
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。
機
関
紙
購
読
料
は
、
取
材
・
編

集
費
用
と
し
て
引
続
き
年
２
４
０
０
円
（
月

２
０
０
円
）
と
し
、
日
音
協
会
員
は
会
費
に

含
ま
れ
る
こ
と
と
し
ま
す
。
全
国
の
動
き
を

知
ら
せ
る
た
め
に
も
写
真
を
多
用
し
、
楽
譜

も
多
く
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
発
行
に
あ
た

っ
て
は
、
全
支
部
、
全
会
員
が
、
編
集
部
に

情
報
を
送
る
と
と
も
に
、
編
集
部
は
年
間
の

企
画
を
立
て
て
各
支
部
・
会
員
に
原
稿
を
要

請
し
、
支
部
も
依
頼
さ
れ
た
原
稿
の
締
切
を

守
っ
て
、
発
行
態
勢
を
支
え
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。
各
支
部
事
務
局
は
会
員
・
読
者
に

届
い
て
い
る
か
、
年
１
回
は
点
検
す
る
こ
と

に
し
ま
す
。 

       

 

１１
月
１４
日
（
土
）、
東
京
都
豊
島
区
・
巣
鴨
地
域
文
化
創
造
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
い
ま
だ
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
が
収
ま
ら
な
い
時
期
な
の
で
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
参
加
の
可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式

の
総
会
と
な
り
ま
す
。
初
め
て
の
進
行
次
第
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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す
め
ま
し
ょ
う
。

日
音
協
会
員
は
規
約
で
は
支
部
会
員
と
個

人
会
員
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
新
た
に

日
音
協
に
入
会
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
地
域
に

地
域
支
部
が
あ
る
場
合
は
原
則
と
し
て
地
域

支
部
に
属
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
地
域
支
部
に

属
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、
幹
事
会
の

議
論
を
経
て
個
人
会
員
と
し
ま
す
。
現
在
の
個

人
会
員
も
、
地
域
に
地
域
支
部
が
あ
る
場
合

は
、
会
員
本
人
の
理
解
と
納
得
の
も
と
に
、
順

次
地
域
支
部
に
属
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

ま
す
。

日
音
協
は
、
総
会―

全
国
代
表
者
会
議―

幹

事
会
と
い
う
機
関
で
、
各
支
部
の
活
動
を
集
約

し
、
全
国
的
な
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
２

０
２
１
年
度
の
幹
事
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
活
用
（
ズ
ー
ム
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
も
含
め

て
毎
月
開
催
し
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
の
全
国

代
表
者
会
議
は
７
月
に
開
催
し
、
第
57
回
定
期

総
会
は
第
53
回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
の

日
程
を
見
極
め
て
開
催
時
期
を
決
め
る
こ
と

に
し
ま
す
。

12

財
政
活
動

日
音
協
は
２
０
０
９
年
の
組
織
改
変
以
後

も
、
賛
助
団
体
が
減
少
し
、
会
員
も
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
ま
す
。
会
員
を
増
や
す
活
動
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
成
果
が
あ
が
ら
な
け
れ

ば
財
政
規
模
の
縮
小
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

２
０
２
０
年
度
は
感
染
症
対
策
の
た
め
に

支
出
が
大
き
く
減
っ
た
一
方
、
事
業
収
入
な
ど

も
大
き
く
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
事
務
局

経
費
の
節
減
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
が
、
２
０

２
１
年
度
も
堅
実
な
執
行
に
つ
と
め
る
と
と

も
に
、
新
し
い
会
員
を
迎
え
る
た
め
に
、
各
ブ

ロ
ッ
ク
合
宿
や
若
い
会
員
の
交
流
会
に
は
し

っ
か
り
財
源
を
配
分
し
ま
す
。

８

県
支
部
・
サ
ー
ク
ル
が
つ
く
る
音
楽
現

場
歌
っ
て
い
い
ん
で
な
い
か
い
コ
ン
サ
ー
ト

（
北
海
道
）
、
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
in

秋
田
、
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
in
岩
手
、

都
支
部
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
に
、
県
支
部
や

サ
ー
ク
ル
が
積
極
的
に
音
楽
現
場
を
つ
く
り

ま
す
。
ま
た
、
毎
週
金
曜
日
の
官
邸
前
反
原

発
行
動
（
反
原
発
う
た
い
た
い
）
の
よ
う
に
、

街
頭
で
訴
え
る
音
楽
現
場
も
工
夫
し
ま
す
。

９

日
音
協
ソ
ン
グ
の
募
集

日
音
協
の
み
ず
か
ら
を
表
現
す
る
運
動
の

重
要
な
柱
で
あ
る
創
作
を
推
進
す
る
た
め

に
、
日
音
協
ソ
ン
グ
２
０
２
１
を
募
集
し
ま

す
。
日
音
協
幹
事
会
の
責
任
で
、
応
募
曲
の

中
か
ら
全
国
に
広
め
た
い
う
た
を
選
考
し
、

歌
集
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
音
楽
祭
な
ど
で
広

め
ま
す
。

10

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
動
画
の
配

信
等日

音
協
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
音
楽
会
２
０

２
１
を
開
催
し
、
会
員
や
サ
ー
ク
ル
の
演
奏

す
る
動
画
や
音
源
を
配
信
し
ま
す
。
ま
た
、

日
音
協
ソ
ン
グ
２
０
２
１
と
リ
ン
ク
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
新
し
い
う
た
の
会
を
開
催
し

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
よ
う

な
相
互
の
情
報
共
有
を
工
夫
し
ま
す
。

Ｃ
Ｄ
や
新
し
い
歌
集
等
を
制
作
し
ま
す
。

支
部
の
Ｃ
Ｄ
等
の
制
作
を
支
援
し
ま
す
。

11

組
織
活
動

日
音
協
は
、
個
人
で
あ
る
会
員
と
そ
の
日

常
活
動
の
集
約
の
場
で
あ
る
支
部
を
基
盤
と

す
る
組
織
で
す
。
北
海
道
支
部
、
青
森
県
支

部
、
岩
手
県
支
部
、
秋
田
県
支
部
、
福
島
県

支
部
、
茨
城
県
支
部
、
千
葉
県
支
部
、
東
京

都
支
部
、
新
潟
県
支
部
、
長
野
県
支
部
、
富

山
県
支
部
、
香
川
県
支
部
、
九
州
支
部
、
沖

縄
県
支
部
の
14
支
部
と
支
部
に
所
属
し
な

い
会
員
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
１

年
間
、
会
員
数
は
２
０
１
９
年
11
月
（
２
１

９
人
）
か
ら
微
減
と
な
り
ま
す

（
２
０
２
０

年
11
月
１
日
現
在
の
会
員
数
は
総
会
当
日

に
お
示
し
し
ま
す
）。 

労
働
組
合
は
、
自
治
労
、
日
教
組
、
林
野

労
組
、
東
武
交
通
労
組
と
公
務
労
協
が
賛
助

団
体
と
し
て
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
は
た

ら
く
も
の
の
音
楽
祭
は
、
開
催
県
実
行
委
員

会
を
つ
う
じ
て
さ
ら
に
多
く
の
団
体
が
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

地
域
支
部
と
労
組
が
日
音
協
活
動
の
基
盤

で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
日
音
協
地
域
支

部
の
新
た
な
結
成
を
は
か
り
ま
す
。
同
時
に
、

労
働
組
合
と
の
関
係
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
労
働
組
合
全
国
組
織
ご
と
に
労
組
内
の

音
楽
活
動
家
を
組
織
す
る
労
組
音
楽
協
議
会

（
音
楽
集
団
）
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

若
い
仲
間
を
は
じ
め
と
し
て
会
員
の
拡
大
に

全
体
で
集
中
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
行
動
の

中
で
お
お
ぜ
い
の
参
加
者
に
演
奏
を
聴
い
て

い
た
だ
き
、
ま
た
地
域
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
、
一
緒
に
う
た
う
仲
間
を
広
げ
ま
す
。

音
楽
祭
や
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
に
、
新
し
い
仲
間

に
積
極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
、
日
音
協
は
「
音
楽
運
動
に
定
年

は
な
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て

そ
の
こ
と
が
現
実
に
な
る
よ
う
な
活
動
を
す

７

沖
縄
に
連
帯
す
る
行
動

沖
縄
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
唯
一
地
上

戦
が
戦
わ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
政
の
も
と
で
土

地
を
奪
わ
れ
、
米
軍
基
地
を
造
ら
れ
、
復
帰
47

年
を
経
て
な
お
米
軍
専
用
施
設
の
70
％
が
集

中
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
被
害
、
差
別
の
実
態

を
ま
な
び
連
帯
す
る
た
め
に
、
３
６
５
日
座
り

込
み
を
続
け
て
い
る
辺
野
古
ゲ
ー
ト
前
の
た

た
か
い
へ
の
参
加
を
全
国
に
呼
び
か
け
ま
す
。 

と
り
わ
け
、
２
０
２
１
年
の
５
・
１
５
沖
縄

平
和
行
進
・
県
民
大
会
に
、
日
音
協
と
し
て
参

加
し
ま
す
。
日
音
協
沖
縄
県
支
部
と
沖
縄
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
と
の
関
係
を
密
に
し
て
、
こ
れ

を
全
国
の
日
音
協
が
中
央
の
平
和
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
協
力
し
つ
つ
支
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。2017 沖縄行動 

全
国
総
会
終
了
後
に
、
第
５３
回
は
た
ら
く

も
の
の
音
楽
祭
第
２
回
中
央
実
行
委
員
会
を

開
催
し
ま
す
。
昨
年
開
催
を
第
１
回
。（
会
場

予
約
受
付
が
ま
だ
始
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
具
体
的
に
は
当
日
提
案
と
な
り
ま
す
。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うたう茱萸坂 

責任者：坂口美日 

日音協の仲間たち 

開会宣言 坂口美日 

反原発歌いたい 

11：00～11：25 

未来のための合唱 

11：30～11：55 

大熊家 

12：00～12：25 

Cantus（カントゥス） 

12：30～12：55 

おだかずや 

13：00～13：25 

原田卓馬 

13：30～13：55 

瓦井孔二 

14：00～14：25 

Piggies 

14：30～14：55 

休憩 

右田春夫 

15：30～15：55 

コールさとう（CALL SATO） 

16：00～16：25 

ポエトリ－宮尾節子 

16：30～16：55 

VJkin 

17：00～17：25 

いなのとひら・のとこば 

17：30～17：55 

Rico ＆ Tatsu 

18：00～18：25 

川口真由美 

18：30～18：55 

珠乙 

19：00～19：25 

中川五郎 

19：30～19：55 

閉会宣言 坂口美日 

2020 年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 622 号（4） 

第 4回『イットク フェス』 

元気に開催！ 
11/1、クラスター発生の槍玉に挙

げられないよう、コロナ感染拡大防止

対策に万全を期しながら、予定通り元

気に開催します。 

日音協が担当する、「歌う茱萸坂ステ

ージ」は、今年初出演の演奏者も多く

日音協関係の出演者も含めさらに充実

したステージとなる予定です。 

当日聴きにこれない方も、以下のツ

イキャスで視聴できます。もちろん、

アーカイブから何度でも視聴できま

す。            （坂口） 

 

https://twitcasting.tv/keitarou1212/ 

 

 

雨のにおいにさそわれて（のぞみ） 

反核のうた（松本敏之） 

命を守ろう、いつかきっと（瓦井孔二） 

    小春日（おだかずや） 

そんな人に（大門悟） 

明日戦争がはじまる（森理子） 

明日戦争がはじまる（坂口美日） 

 

２
０
２
０
日
音
協
ソ
ン
グ
の

応
募
曲
１５
曲
は
、
先
月
の
本
紙

第
６
２
１
号
で
ご
紹
介
し
ま
し 

た
が
、
一
部
映
像
で
の
応
募
が

な
か
っ
た
作
品
を
除
き
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
新
し
い
う
た
の

会
と
し
て
動
画
を
公
開
し
て

い
ま
す
。 

 

日
音
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
た
ど
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

わたしたちは生きていく（阿部尚夫） 

地球家族（後藤雅裕） 

■映像での応募がなかった作品 

ぼくたちは手をつなぐ、ありが

とう青春のうたたちよ（笠木博

逸）／ありがとうの花束、何かし

なくちゃ（山本英二）／凶暴の風

（宮脇昌典） 

 

ご応募ありがとうございました 

http://nichionkyou.org/ 

 

https://twitcasting.tv/keitarou1212/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2020 年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 622 号（5） 

核のゴミと原発マネーのブルース 
札幌手稲山には初冠雪。街は、冬の訪れを告げる

雪虫が飛び舞っています。コロナにもインフルエン

ザにもスガ政権にも負けずこれからも歌い続けて行

こうと先日、土曜日磯野宅で録音後、気合いを合わ

せました。まさに北海道ＦＭクラスター楽団です。 

先日、残念なことに北海道の日本海側にある泊原

発の近くの寿都町（スッツ）と神恵内村（カモエナ

イ）という誠にめでたい名前の自治体が、高レベル

放射性廃棄物（核のゴミ）の最終処分場誘致に向け

た文献調査に住民の意見も聞かず応募表明をしてし

まいました。以前、高知県東洋町で文献調査に応募

しながら町を二分する対立に発展し応募を撤回した

経緯もあります。 

そこで、私たちＦＭカンパニーもタイムリーなテ

ーマをスピード感をもって（どこかで聞いたことの

あるフレーズ？）日音協インターネット音楽会

2020 に応募表明することにしました。 

怒りにより、楽譜を書く手は止まりません。あっ

という間に仕上げて、ぶっつけ本番の録音です。マ

イク等もなく生の地声演奏ですが、勢いだけは届く

ものと思います。 

密になりながらも歌いました。（後できちんとア

ルコール消毒しました。）聞いてください。 

画像がはじめに設定したままでズームとか全員演

奏者のため手を加えれないので、急きょダンスチー

ムにも変身してもらいました。      （笠木） 

 

■9.11 経産省前テントひろば・10 年目大集会 

 安倍の嘘はまだ終わらない／茱萸坂の祈り（山のロ

ザリア替歌）／フクシマをくり返すな  

■Rico ＆  Tatsu 

 コトバ／ハードル／カード／なまえ  

■ＦＭカンパニー  

※「インターネット音楽会」および「インターネット

新しいうたの会」は、会員の音楽活動と創作活動の可

視化が可能になったと思います。タイムリーな企画も

創造出来るし、自らの演奏を客観的に見ることもでき

ます。インターネット環境がない会員・読者の皆さん

への伝え方も含め、幹事会として努力していきます。  

                     （坂口） 

この度，男鹿市を中心に映画の撮影が行われまし

た。タイトルは「泣く子はいねぇが」。この映画は、

秋田出身の若手の監督『佐藤快磨』（さとうたくま）

が長編ものとして初めて手掛けた作品です。 

今年１月から３月までのコロナ感染が心配され始

めたころ、多数のスタッフと俳優さんが男鹿に来て市

内各地でロケが行われました。 

 不肖私は地元の人たち 13 名ほどで「佐藤監督を応

援する会」を立ち上げ映画作りに地元のものとして協

力しました。炊き出し、我が家をロケで利用、エキス

トラ手配等など、あわせて「なまはげ」としても出演

しました。ただ、ナマハゲの面を被っての出演のため、

僕のことを見つけるのはちょっと難しいようです。 

この映画は、スペインのサン・セバスティアン国際

映画祭に出品し、最優秀撮影賞を受賞しました。男鹿

市では大いに盛り上がっています。10/13 には関係

者試写会を開催、11/5 にも一般向けの試写会を男鹿

で行います。 

11 月 20 日（金）には全国公開で上映されます。

もし機会がありましたら、是非見ていただけたらと思

います。映画好きのお知り合いの方にも紹介していた

だけたら嬉しいです。     （秋田：大嶋忠男） 

 

 

9.11 経産省前テントひろば・10 年目大集会 

Rico ＆  Tatsu  

ＦＭカンパニー  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 11 月 1 日             音 楽 運 動              第 622 号（6） 

▼
菅
政
権
が
発
足
し
て
１
カ
月
で
、
日

本
学
術
会
議
の
新
委
員
１
０
５
人
の
う

ち
６
人
の
任
命
を
拒
否
し
た
。
同
会
議

の
み
な
ら
ず
野
党
、
マ
ス
コ
ミ
、
世
論

の
大
反
発
を
招
い
た
事
実
に
、
こ
の
政

権
の
本
質
と
先
行
き
の
危
う
さ
が
表
れ

て
い
る
。
▼
た
だ
し
、
こ
の
問
題
を
積

極
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
新
聞

で
は
東
京
、
毎
日
、
朝
日
。
テ
レ
ビ
で

は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
と
朝
日
の
一
部
報
道
番
組
く

ら
い
で
、
こ
れ
が
菅
政
権
滑
り
出
し
期

の
最
大
の
話
題
と
な
っ
た
と
い
う
認
識

は
大
き
く
ず
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
▼
任

命
拒
否
が
誰
に
よ
っ
て
、
い
か
な
る
根

拠
で
な
さ
れ
た
の
か
が
一
向
に
明
ら
か

に
さ
れ
な
い
ま
ま
、
過
去
の
内
閣
の
法

解
釈
が
ね
じ
曲
げ
ら
れ
、
論
点
を
ず
ら

し
て
学
術
会
議
の
行
革
さ
え
ち
ら
つ
か

せ
て
い
る
。
▼
安
倍
政
権
の
時
代
に
す

で
に
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
菅
政
権
に
な

っ
て
ま
す
ま
す
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
二
極

化
は
甚
だ
し
い
も
の
が
目
立
つ
。
こ
の

問
題
に
し
て
も
、
東
京
と
毎
日
が
先
導

し
朝
日
が
従
う
の
に
対
し
て
、
日
経
と

読
売
は
ベ
タ
記
事
扱
い
で
、
そ
ん
な
重

大
な
こ
と
が
政
府
と
学
術
界
と
の
間
で

起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
を
、
国

民
に
は
認
識
さ
せ
な
い
で
お
こ
う
と
い

う
、
ま
さ
に
忖
度
的
な
編
集
方
針
を
採

っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
フ
ジ
＝
産

経
グ
ル
ー
プ
に
至
っ
て
は
、
デ
マ
情
報 

を
流
し
て
同
会
議 

を
貶
（
お
と
し
） 

め
よ
う
と
さ
え
し 

て
い
る
。
公
権
力 

が
静
観
を
決
め
込 

み
何
も
手
を
汚
さ 

な
い
う
ち
に
。 

                                                     

 

   

 

     

 

    

   

                          

（136） 

飯島貞親 

▼『音楽運動』10月１日づけ第 621

号２面で日音協総会議案「音楽祭の

現状と今後のあり方について（案）」

を掲載し、その中で、「音楽祭のステ

ージに立つ団体（個人）ごとに演奏

時間は原則６分以内としてきました

が、６分ではじゅうぶん表現できな

い、ライブ感がないという意見もあ

りますので、見直すこととします。

具体的には 11 月の『音楽運動』で

提案します。」「演奏者は従来、１万

円を負担していただきましたが、演

奏時間の見直しにより変更すること

とします。具体的には 11 月の『音

楽運動』で提案します。」としていま

した。▼このことについて、４支部

からご意見をいただき、幹事会で時

間をかけて議論いたしましたが、こ 

の定期総会で全体の合意をはかるこ

とは難しいと判断し、このふたつの

ことはこの総会で結論を出すのでは

なく、引き続き検討することをお願

いいたします。各支部・会員の率直

なご意見をお願いいたします。 

（松本）      

▼青森でもコロナの感染拡大が広が

っています。見えないモノですが健

康に注意しましょう。  （佐藤） 
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朝
か
ら
の
雨
が
国
会
議
事
堂
前

駅
で
降
り
た
と
き
に
は
や
ん
で
い

た
。
よ
し
、
雨
除
け
の
お
ま
じ
な
い
、

傘
３
本
の
効
果
は
健
在
だ
！ 

理
子
さ
ん
が
旗
を
掲
げ
、
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
を
準
備
し
、
『
茱
萸
坂
お

迎
え
の
歌
』
か
ら
歌
う
。
11
月
１

日
は
イ
ッ
ト
ク
フ
ェ
ス
で
あ
る
。
ト

ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
反
原
発
う
た
い

た
い
。
い
つ
も
の
金
曜
日
の
再
現
を

し
よ
う
と
考
え
て
、
練
習
を
か
ね
て

歌
っ
た
。 

２
０
１
２
年
、
官
邸
前
か
ら
茱
萸

坂
ま
で
人
が
押
し
寄
せ
て
い
た
頃

を
思
い
出
す
。
「
原
発
辞
め
ろ
！
」

の
コ
ー
ル
の
中
で
、
願
い
を
込
め
て 

官
邸
前
反
原
発
行
動 

10
／
23
（
４
０
０
回
）
報
告  

長
島 

 

歌
う
『
フ
ク
シ
マ
を
繰
り
返
す
な
』
。

「
♪
だ
か
ら 

原
発
を
止
め
よ
う 

原
発
は
い
ら
な
い
！
」
。
茱
萸
坂
で

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
、
ひ
と

り
ふ
た
り
５
人
10
人
と
増
え
た
。

『
茱
萸
坂
賛
歌
』
だ
。
あ
の
頃
、
み

ん
な
が
到
着
す
る
ま
で
、
ヨ
ッ
シ
ー

が
『
風
車
の
唄
』
、
鈴
木
さ
ん
が
『
あ

た
り
ま
え
の
地
球
』
、
長
島
が
『
原

子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』
を
、
マ
イ
ク
を

持
っ
て
歌
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

後
ヨ
ッ
シ
ー
は
名
Ｍ
Ｃ
に
な
っ
た
。

通
り
が
か
り
の
人
に
優
し
く
声
を

か
け
、
ひ
と
り
、
ふ
た
り
と
歌
の
仲

間
に
誘
っ
た
。 

あ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
の
月
日
が

経
っ
た
だ
ろ
う
。『
茱
萸
坂
の
祈
り
』

♪
歌
い
な
が
ら
倒
れ
た 

友
と
一
緒

に
♪
。
10
年
目
を
迎
え
、
０
歳
の

子
ど
も
は
10
歳
に
な
っ
た
。
健
康 

 

被
害
も
な
く
な
ら
な
い
。
知
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
暗
い
ニ
ュ

ー
ス
が
多
い
中
、
仙
台
高
裁
で
は
、

国
の
責
任
を
認
め
る
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
女
川
原
発
２
号

機
の
再
稼
働
の
前
提
と
な
る
地
元

同
意
に
つ
い
て
同
意
差
し
止
め
を

求
め
る
市
民
団
体
の
抗
告
を
棄
却

し
た
と
。
♪
金
も
う
け
の
た
め
に 

地
球
を
壊
す
な 

原
子
力
発
電
は
や

め
よ
う
♪
『
明
日
を
殺
す
な
』
を
歌

う
。
何
の
た
め
に
原
子
力
発
電
を
動

か
す
の
か
、
こ
れ
か
ら
も
抗
議
を
続

け
て
い
き
た
い
。
笠
木
さ
ん
が
作
っ

て
く
れ
た
『
反
原
発
う
た
い
た
い
の

テ
ー
マ
』
は
今
日
み
た
い
な
お
天
気

の
時
に
は
特
に
励
み
に
な
る
。
♪
雨

が
降
ろ
う
と
歌
う
や 

風
が
吹
こ
う

と
歌
う
や 

明
日
の
天
気
ハ
レ
ル
ヤ 

雨
が
降
っ
て
も
ハ
レ
ル
ヤ
♪
。 

今
日
は
ク
ッ
キ
ー
坊
や
の
一
家

は
自
転
車
で
官
邸
前
ま
で
来
た
と

い
う
。
12
歳
の
「
坊
や
」
は
マ
イ

自
転
車
を
自
分
で
こ
い
で
き
た
。

30
分
く
ら
い
か
か
っ
て
き
た
ら
し

い
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
今
日
も
１
０ 

０
人
越
え
。
満
員
電
車
よ
り
自
転
車

の
方
が
感
染
の
リ
ス
ク
は
減
ら
せ

る
。
屋
外
で
密
に
な
ら
ず
に
歌
え
る

場
が
官
邸
前
行
動
で
あ
る
。
今
日
の

達
哉
く
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
『
子
ど

も
ら
の
明
日
の
た
め
に
』。『
Ｄ
Ｏ
！

廃
炉
！
』
の
原
発
名
列
挙
は
口
が
ま

わ
り
き
ら
な
い
。
原
因
は
♪
「
止
め

ろ 

止
め
ろ
」
の
と
こ
ろ
で
力
が
入

っ
て
早
く
な
る
傾
向
に
な
る
た
め

で
は
な
い
か
と
。
い
つ
か
は
ば
っ
ち

り
決
め
て
歌
い
た
い
。 

増
え
続
け
る
汚
染
水
を
海
に
流

す
こ
と
に
対
し
て
『
福
島
原
発
汚
染

水
を
海
に
捨
て
る
な
！
緊
急
行
動
』

の
お
知
ら
せ
が
あ
っ
た
。
『
お
見
送

り
の
歌
』
を
歌
い
終
わ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
モ
リ
ヤ
さ
ん
と
イ
サ
さ
ん
が
立

ち
寄
っ
て
く
れ
て
、
一
緒
に
『
月
桃
』

を
歌
っ
た
。 

今
日
は
、
正
門
前
の
集
会
も
あ
っ

た
よ
う
だ
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
上
手

に
つ
き
あ
っ
て
い
く
し
か
な
い
の

だ
ろ
う
。
参
加
し
た
く
て
も
で
き
な

い
人
の
分
も
茱
萸
坂
は
歌
い
続
け

て
い
く
。
４
０
０
回
の
行
動
を
支
え

て
く
れ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
。 

 


